
 

 

 

第３回 理事会（書面） 要旨報告 

 

日 時 令和７年８月６日（水） 

審議事項 

１. 県政連が行う令和８年度福島県予算要望について 

理事総数   １８名（提案者のため会長を除く）     

反  対    ０名 

賛  成   １７名 

回答なし    １名 

政連からの以下の要望事項について賛成多数により承認した。 

① 学校教育における社会保険労務士の活用について 

② 障がい者支援における社会保険労務士の活用について 

③ 「社労士診断認証制度」の「経営労務診断適合企業認証マーク」の活用について 

 

 

第４回 理事会 要旨報告 

 

日 時 令和７年１０月２４日（金） 12：35～15：35 

場 所 福島県農業総合センター（郡山市） 

出席者 理事15名、監事2名  

吉田昌樹会長、菱沼生美、鈴木慎太郎、真船あい副会長、榎田哲士、加藤和志常任理事 

一條雅敏、髙堀洋幸、新田太郎、御代田裕介、赤坂利彦、鈴木荘太郎、菊地紀男、 

岡崎良之、草野渉理事、佐川弘行、木村智彦監事 

欠席者 理事４名 田中竜夫副会長、佐藤龍樹、渡部翔太、新宅弘晃理事 

審議事項 

１. 会員の不正行為の防止について 

会員が助成金の不正受給に関与した内容を確認した。新聞報道による連合会会長声明

を受け、会として調査を行うなど今後の対応について検討した。 

２. ＡＤＲセンターにおけるあっせん担当弁護士の謝金額について 

福島県弁護士会との協議を経て、９月10日付「申立費用及び謝金規程」のあっせん担

当弁護士の謝金額を変更することとした。 

３. 令和８･９年度の研修会年度計画大綱について 

令和８･９年度の研修会年度計画大綱を策定した。 

４. 事務局職員の後期賞与等について 

賞与の支給の考え方を確認し、賞与の算定期間の勤怠によって、書面総務委員会から

の答申により賞与を支給する。 

５. 来年度の定時総会について 

11



 

 

 

令和８年６月５日（金）会津若松市で開催する。 

６. ＳＲ経営労務センターについて 

連合会等の動きを見て、地協の他県会や最近設置した新潟会からＳＲセンターの運営

の仕方や課題などについて情報収集を図り、２月の理事会で今後の方向性を示す。 

７. 今年度事業の執行について 

総会で承認された事業計画に基づく事業について進捗状況を確認した。 

８. その他 

連合会共済会事業推進委員、福島県市町村総合事務組合退職手当審査会の委員は菱沼

総務委員長を推薦、連合会デジタル推進委員にはデジタル化推進委員会正副委員長とし

た。 

 

 

第５回 理事会（書面） 要旨報告 

 

日 時 令和７年１１月１７日（月） 

審議事項 

１. 県政連が行う令和８年度政府予算要望について 

理事総数   １８名（提案者のため会長を除く）     

反  対    ０名 

賛  成   １７名 

回答なし    １名 

政連からの以下の要望事項について賛成多数により承認した。 

① 社会保険適用拡大に関する要望 

② 学校教育におけるワークルール教育の推進体制強化に関する要望 

③ 「社労士診断認証制度」における「経営労務診断適合企業認証マーク」の活用促進に関する要望 

 

以  上 
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